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小児科のご紹介 

 
【市民公開講座】                           【看護の日のイベント】 

４月２７日（水）14：00～15：30             ５月１２日（木）10：00～14：00 

テーマ：腎臓を守るために                      場所：東村山サンパルネ２階コンベンションホール            

講師：腎臓内科医長 小林克樹                 講演会のほか各種計測や医師・薬剤師等によるよろず相談も予定 

場所：東村山サンパルネ２階コンベンションホール        しております。ぜひ会場にお越しください。 

 

 多摩北部医療センター小児科は、地域に暮らす子供たちの健やかな発達と発育を支援するために、24時間

365日受け入れ可能な救急外来と、専門的診療を行う専門外来を中心に外来診療を実施しています。突然の

疾病などでも、まずは掛かりつけの先生にご相談して、検査や入院が必要と判断された場合は紹介状を頂いて受

診してください。 

 専門外来はてんかんなどを診る神経外来、ネフローゼや腎炎などを診る腎泌尿器外来、糖尿病や成長障害を

診る内分泌代謝外来、喘息や慢性咳嗽などを診る呼吸器外来、食物アレルギーを中心としたアレルギー外来、

発達障害に対応する発達外来、頭痛を診る頭痛外来、そして不眠や朝起きられない小児を診る睡眠外来などが

開設されています。 

 どの専門外来を受診してよいかわからない場合は、まずは月曜・水曜・金曜に開設される一般外来を受診してく

ださい。この外来では、病状や症状に則した専門外来に繋げる診療を行います。 



当院ホームページはこちらから 

http://www.tamahoku-hp.jp 
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 頭部外傷では初めは軽い症状であったものが急変し、場合によっては致命傷となります。以前は、脳震盪とは脳に

損傷のない一過性の意識消失とされ、外傷としては比較的軽いものと思われていました。しかし近年、脳震盪による

障害は決して軽度でなく、特に受傷後１-2週間は脳の状態が不安定で二度目の頭部打撲による死亡することがあ

るため、注意喚起されるようになりました。 

 頭部外傷後の短時間の意識消失や記憶消失（外傷性健忘）は厳重な

注意を要すが、それが無かったとしてもめまい、ふらつき（真直ぐ歩けない）、

頭痛、耳鳴り、不眠、嘔気・嘔吐などが見られた場合に脳震盪として扱いま

す。また、柔道、サッカー、スノーボードなどでは運動再開により二度目の頭部

外傷を招きやすいので、直ちに運動を中止し当分の間静養します。加えて、

より危険な外傷性頭蓋内出血の場合でも症状だけでは脳震盪と区別でき

ないこともあり一層の注意が必要です。 (図) 

脳神経外科 

脳震盪（のうしんとう）、スポーツ外傷について  

 

公益財団法人東京都保健医療公社 多摩北部医療センター 

外来診療時間：平日 ９：００～１７：００ 

                     土曜  ９：００～１２：３０（ただし、診療科によって異なります） 

診療予約受付電話：０４２－３９６－３５１１・３１９０ 

（受付時間：月～金 ９：００～１９：００ 土 ９：００～１２：００） 

受診を希望される方は下記の診療予約受付電話にご連絡ください。 

  
月 火 水 木 金 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 
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